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5月 1日 よリカンボジア バッタンバン州にて「除隊兵士生活再建プロジェクト」のモニタリン

グを行つていたインターンの江角君 (立命館大学国際関係研究科前期博士課程 2年)が、8月 上旬
に帰国しました。現地ならではの様々なハプニングを乗り越え、カンボジア人と見間違われるほど

現地に溶け込んだ彼から、カンボジアの現状を報告 してもらいます。

【インターン業務】

1 バッタンバン州バヴェル地域 除隊兵士家族支援プロジェクトのモニタリング

2 2006年実施予定のバッタンバン州カムリエン地域、除隊兵士家族支援プロジェクト調査

3 カンボジアや近隣諸国で活動する NGO/関連団体/政府機関との関係強化、情報交換

4 日々の事務所での現地スタッフの事務作業補佐

現在テラ ルネッサンスでは 15家族に対 して生活再建支援を行つており、ほとんどの家族が豚、

鶏、などの家畜飼育や野菜栽培、雑貨屋の経営、自転車修理などの簡単なビジネスを始めています。

毎週月曜日にバヴェル地域の支援家族を現地スタッフとともに訪問し、健康状態やビジネスの状

況をリポー トしました。今年のバヴェル地域は干ばつのため雨がほとんど降らず、農業をやるため

の水や飲料水の確保など、生活 していく上でかなり厳 しい状況になっていました。例年なら5月 か

ら 10月 の終わりまでが雨季ですが、この時期に雨が降らなければ作物は育たず、収穫が難 しくな

ります。 しかし、水不足や家畜の病気など様々な困難にも負けず、懸命に生きようとする姿には胸

を打たれるものがありました。ここではそのうちの一家族の生活を紹介 します。

Hen Neng氏 (37歳)の家族

4人家族。奥さんと6歳 4歳の子ども2人。Neng氏 は、1998

年にクメール ルージュとの戦闘中に地雷を踏んで片足を失う。

本来は豆の栽培をしていた

坦 が、去年の水不足で豆はすべて枯れてしまった。7月 にまた豆を

植える予定であるという。5月 に鶏の飼育を始め、鶏小屋が完

成 して本格的になった。 8～ 10羽の鶏の状態も非常に良く元気に成長 している。

鶏は病気の被害に遭い、3羽 の鶏が死に、合計約 9000リ エル

現在も元気である。(1%■約4000リ エル)の損失に。残りの鶏は病気に感染する事もなく
2羽 の雌鳥は卵を孵化させていて、来月産まれる予定である。

先月泥棒に大人の鶏を盗まれ

てから犬を飼いはじめ、それからは盗まれなくなつた。2羽の鶏が

先週死んだ他は、全ての鶏は元気に育つている。現在の鶏の数は

40羽以上であり、何羽かの鶏が卵を孵らせたために、どんどん増

えている。稲作や作物栽培の方は、水不足のために問題が生 じ、

枯れかかっている。78月 の支援は、鶏飼育を拡大するために使い、
どんどん規模を大きくしたいと夢を話 してくれた。



来年 2006年に実施する予定のプロジェク トのために 7月 18日 、19日 の 2日 間に渡つてバッタン

バンllカ ムリエン地域へ現地スタッフと調査へ行きました。この地域では、元クメール ルージュ

の兵士たちが多く生活 しており、彼らが政府の動員解除プログラムの外で除隊したために、政府か

らの補償や社会復帰の支援を受けられないで生活 しています。この調査はプロジェクトの支援対象

者をセレク トすることが一番の目的です。それぞれの村の村長に家族の家を案内してもらい、家族

にインタビューをして、現在の生活状況や障害の有無などを確認 し、それらをデータとしてまとめ

て報告書を作成 しました。下記のユオン ティー氏のように、幼いときに兵士にさせられ、戦闘中

に地雷を踏んで脚をなくし、現在も貧困に苦 しむ … まさに紛争に人生を翻弄され続けている人々

が多くいることを感 じざるをえませんでした。

酪   3ヶ 月間は、見るもの感 じるものすべてが自分の勉強となりました。

プロジェク トのモニタリングやバイロット調査では、実際のプロジェクトが

どのように進められ、どのように調査を行い、報告書をまとめるのかといっ

た一連の作業を学べましたし、その他のオフィスでの補佐的な仕事では、翻

訳作業やこれまでのプロジェクトのまとめ等をすることで、プロジェクトに

関 しての知識を得る事ができました。また、自分の修士論文の調査も平行し

て実施することができ、現地でしか得られない資料や情報を得られたことは

江角 泰 君  論文を書く上でも大変有意義でした。

また、ホス トファミリーや現地スタッフのクン チャイさんらと一緒に生活する中で、心からの

おもてなしをする彼らに感動 したことも特筆すべき点です。とても貴重な機会をもらうことができ

て、そして恵まれた環境で研修ができて本当に幸せでした。海外インターンは終了しましたが、こ

の経験を今後のテラ ルネッサンスの活動に活かすことが自分の使命と考えています。

最後にお世話になったクン チャイ氏を始めとした現地スタッフの方々や、テラ ルネッサンス理

事長の鬼丸氏、この機会を与えてくださつた岡田理事、また現地での滞在先のホス トフアミリーの

方々に感謝 したいと思います。

ユオン ティー氏 (34歳)  バッタンバン州カムリエン地域、

家族 :奥 さんと3人の娘 3人の息子

彼は 1996年に地雷を踏んで片脚を失った。1997年 に病気が重く、

また脚も負傷 したために、除隊した。彼は 1980年、当時 9歳のと

きに、クメール ルージュに徴兵され、兄のボディガー ドとして

銃を持ち戦つた。そして戦闘のないときには、部隊で竹やりを作

らされた。彼は畑や田んぼを持つておらず、家が建つている土地

も隣人のものある。家族の最大の問題は、劣悪な生活環境で、家

は小さく、土地、農地がないことである。彼の現在の仕事はカセットプレイヤーの修理であり、収

入は安定 しておらず、月 200ま たは 300バーッ (40バーッ■ 1ドル)で ある。健康状態はかなり悪

く、熱があり、常にエネルギーがない。以前は CRC国際赤十宇に提供された義足を使つていたが、

壊れてしまった為に、現在は脚に適合する事ができず、松葉杖を使つている。テラリレネッサンス

からの支援は自転車修理をする道具をそろえるために使う予定である。彼は父親に教えてもらった

自転車修理の技術を持っており、道具を買つて、自転車修理のお店を開きたいと考えている。将来

は、そのお店をどんどん拡大 していきたいと将来の計画を語つてくれた。

ドーン村



2005年 5月 より開始 した『元子ども兵士社会復帰プログラム』も半年を過ぎようとしています。

その間、多くの方のご支援により、15名 の元子ども兵士への職業訓練、所得向上プログラム、戸別

訪間によるカウンセリングなどを実施 してきました。また、8月 より現地スタッフとして 25歳の女

性を雇用 しています。度重なるつらい経験にめげず、ひたすらに希望を抱いて生きてきた彼女の想

いは、今後のプロジェクトにも大きく貢献 してくれると期待 しています。

15家族へのクーポンチケットの食費、医療費支援は思つたよりも順調です。この4ヶ 月での支援

で、どの家族もそれなりに衣食住と医療に関 しては安定 し、収入向上プログラムに専念することが

できるようになつてきました。

収入向上プログラムは、これまで 2回 のワークショップ (89月 )と 、毎月の個別訪間を通 して、

何人かは既にビジネスを始める準備ができています。15人のうち、6人は刺繍、裁縫を通 した収入

向上を希望 しており、内4名 は既にグスコ (現地 NGO)で の刺繍訓練を終えているので、計算能力

やビジネスの基本的なことを学び、ビジネスを始めるための資金の貯蓄さえ調えば、収入向上プロ

グラムに取り組んでいける状況です。

アコト ウィッキーのミシン購入

代金はいイマン様が提供 して く
ださいました.

1、 アコト ヴィッキー

ミシンを供与 して収入向上プログラムに着手 しました。ちなみに、彼

女の収入の最終目標は 1万シリング (約 600円 )/日 です。現在の彼女

の収入は、かなり不定期で、日当 3000シ リング (180円 )の 日雇い労

働を、週数回 しているくらいです。かなり、本人もやる気になつて、

会うたびにビジネスのやり方、数の計算の仕方、お客の捕まえ方など、

積極的に聞きに来る子です。『まずは、一日5000シ リング/日 を目指 し

て頑張る。』と、言つています。

9月 から彼女は、夫のジェームスと共に古着を材料にして、簡単な

裁縫工場を始めることになりました。彼女とジエームス (夫、盲目)

にはマイクロクレジットとして初期資金約 100ド ルを融資 しました。

その他のチャイル ドマザーたちは、炭の小売や、農作物 (現地の主食など)の小売、雑貨の小売

などを計画 しています。今後の予定として、月ごとの医療 食料の支援は続けながら、それぞれの

小規模 ビジネスの準備ができた時点で、初期の投資資金はマイクロクレジット (小規模融資)で貸

し出していく予定です。

9月 21日 は、国連総会で定められた『国際平和の日』

です。ジェーン グドール博士 (類人猿研究家)が国連平

和大使に就任 したのを機に、世界各地で、平和の象徴であ

る
・

白い鳩
・

を使ったピースパレー ドが行われています。

ジェーン グドール インスティテュー ト (」G)と 、
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日本の子どもたちとウガンダの元子ども兵士の交流事業で提携 している関係から、ウガンダ北部で、
元子ども兵士やエイズ孤児を中心としたピースパレー ドを実施 しました。

最終的には 300人の子どもたちが、パレー ドに参加。約 50人近 くの元子ども兵士と、50人のエイ
ズ孤児たちが、No,More sma‖ Arms,No.More Ch d So d ers と、自分たちのメッセージをも

つて、グル市内をパレー ドしました。

私たちが支援をしている元子ども兵士たちも、パレー ドに使う鳩やプラカー ド作りに積極的に参

加をしてくれたり、UANSA(ウ ガンダ小型武器行動ネットワーク :テ ラ ルネッサンスの現地提携

先の一つ)の リチャー ド氏による小型武器ワークショップでも、自らの体験を下に質問や意見を述
べていました。

みなさん、始めまして、 トシャ マギーといいます。「トシャ」という名

前には「満たされている」という意味があります。父親が名づけたものです。

私の母は私が 9ケ 月の赤ん坊の時に殺されました。その時に父が「母親がい

なくても十分家族の愛に支えられ強く生きていけるように」という思いで私

に名づけてくれたものです。

しかし、私の生まれ故郷ブルンジでは、ツチ族とフツ族の間で激しい紛争

があり、互いが殺 し合い、私が 7歳の時にその紛争で最愛の父親も殺されて

しまいました。家族全員を失いその後、私は一人難民となつてコンゴ、タン

ザニア、ケニアの難民キャンプを移り住みウガンダにやってきました。その

間に体験したことは本当につらいことばかりで、とても一言ではお伝えする

ことはできませんが、つらい経験というのは何か意味があり、それを意味あるものにするかどうか

は自分自身だと言い聞かせてきました。その後、難民キャンプから出てからはインド人の経営する

会社で働いたり、学校に行けなかった分、必死で英語を覚え、コンピューターの勉強をして、これ

まで生きてきました。そんな中でウガンダ駐在事務所の小川さんと出会い、テラ ルネッサンスの

スタッフとして働かせていただくことになりました。

ウガンダ北部では私と同 じように紛争で家族を亡くした人たちが今もトラウマや貧困に苦 しん

で生活 していますが、私自身、自分にできることとして、彼ら、彼女らと同 じ境遇を経験 した者と

して紛争に苦 しんでいる人たちに「たとえどんな苦 しみや悲しみがあっても、それですべて人生が

終わるわけではない。すべての人はこの世に何か目的があって生まれてきたんだ。」ということを

伝えることができればと思つています。

ウガンダ北部の人たちにはこの世界でできることがたくさんある、そう思つています。テラ ル

ネッサンスのスタッフとして、元子ども兵士の若者たちには、自分自身の存在と役害1に 気づき強く

生きていけるよう、私自身にできる限りの事をしていきたいと思つています。辛いことや悲 しいこ

とは、自分が成長 しより良い方向へ向かう為に起こっているものだと私は信 じています。なので、

ウガンダ北部の人々が経済的にも、身体的にも、精神的にもきっと自立し生きていける、そう信 じ

ています。

最後に、テラ ルネッサンスのスタッフの一員として働けることに誇りに思い、このような機会

を与えていただけたことに心より感謝 しています。また、支援金を送ってくださる支援者の方々に

は特別に感謝の言葉を送らせていただきたいと思います。なぜなら、その支援のおかげでウガンダ

北部の子どもたちが、朝、笑顔で目覚めることができ、薬や食べ物を得ることができ、そして、再

び希望を持つて生きていくことができるからです。今後ともテラ ルネッサンスの一員として皆さ

んと共に活動 していけることを楽 しみにしています。
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テラ ルネッサンスでは毎年 3月 にスタディツアーを行つていますが、今年は特別に「雨季のカ

ンボジア」でツアーを行いました。今回の参加者は、それぞれ企業の重職を担う方々。“自分に何

ができるのがこのツアーでぜひ見つけたい
°

と明確な目的意識の下、ご参加 くださいました。

8月 25日 (木 )、 首都プノンペンにある NGOカ ンボジア

トラス トの義肢装具士養成学校を訪問し、テラ ルネッサン

スの奨学生ウム ソックンさんと交流 しました。当初のシャ

イな感 じはなくなり、自信を持つて自分のことを話 してくれ

る姿に彼女の大きな成長を感 じました。参加者はソックンさ

との対談の後、学校を一通り見学。近隣国の留学生が集まつ

た国際色豊かなクラスで楽 しそうに義肢を作る生徒の姿を

見て、自然と笑みがこぼれていました。午前中に「キリング

フィール ド」や「トゥールスレン収容所」など、ポルポ ト政

権時代の虐殺の現場を見ていただけに、笑顔で勉強に励む彼女らに希望を感 じたようです。

8月 26日 (金 )、 カンボジアで活動する地雷撤去機関、lvlACの バッタンバン オフィスを訪間後、
バッタンバン州1カ ムリエン地域ルヴィアテ村の地雷撤去現場を視察 しました。2004年 12月 30日 か

ら撤去を始めて以来、周りを農地で囲まれているこの地雷原から見つかった地雷は 1024個。この

日の午前中だけで見つかつた地雷も3個あり、3つの地雷を同時に爆破処理する様子を見学させて

もらいました。静寂の後にけたたましい爆発音と吹き上がる砂煙、そして伝わってくる爆風に、自

然と涙がこばれた参加者もいました。

8月 27日 (土 )、 2005年よリテラ ルネッサンスとNGOイ ンター

バンドがバッタンバン州バヴェル地域で、共同で実施 している除

隊兵士家族の支援プロジェク トを視察。除隊兵士の 3家族を訪間

し、プロジェクトの進行状況を確認すると共に、支援家族との交

薯r[勇醤覆奏層傍量璽嘗昂震1参
加 流

急埠魂 )ゃ|すェル地域は干ばつのためプロジェクト自体もやり

にくくなっています。 トン マト氏の家族は、奥さんが両目を失明しているために、マト氏が外へ

働きに出ることができません。そこで家でもできる豚や鶏などの家畜飼育や野菜の栽培によって生

活しているのですが、それらに必要な水をすべて雨に頼っているため、井戸の建設をお願いされて

いました。この現状を見て、参加者の株式会社シーエフエスの藤岡さんらは、この家族の周囲の村

人も使える井戸を建設することを約束してくださいました。

参加された皆さんは帰国後、職場などで報告会を開き、さつそくカンボジアヘの支援を呼びかけ

てくださいました。また、 トン マト氏への井戸建設費もすでに集まり、現在建設に向けて最終の

調査を行つています。藤岡さんらは来年 3月 、再びこの家族を訪れる予定でいます。

ソックンさん (前 列中央)と 参l10者
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8月 18日 ～25日 の行程で、ウガンダを訪問するスタディッアーを実施。今回のツアーには、高

校 1年生から60代の方まで幅広い年齢層の方が参加 くださいました。

ウガンダ北部より、アチャンとチャールズの二人が、生まれて初めて長距離バスに乗り、カンパ

ラまでやつてきました。ツアー参加者は、元子ども兵士の二人と一緒に、食事や観光の時間を過ご

す中で、日本では想像することさえ難 しかつた「子ども兵J問題を、友人の問題として考えるよう

になっていきます。今後もテラ フレネッサンスが事業展開している国へのスタディツアーを実施 し、

多くの方に、様々な問題を肌身で体験 していただければと願っています。

「スタディーツアー」の名の通 り、本当に学ぶことが多

く、自分を振り返る時間にもなりました。ナイル川の源流

まで足をのばしたり、ンガンバ島でチンパーンジーの孤

児 ?と 出会ったり、最後にはラクダに乗つて砂漠散歩 …

とてもリッチな旅でもありました。
「子ども兵」の現状だけに焦点が定められてしまってい

たら、きっと自分を見つめ直し、彼らと同 じ目線で物事を、

生きるということを、見ることはできなかったと思うのです。現地に行つて初めて頭ではなく、ハ

ー トで彼らと「共に生きたい」と感 じました。別の言い方をすれば、日本で報告を受けていた時は

ある意味人ゴトだった「子ども兵Jの ことが、アフリカから帰つてきた今、自分ゴトになつていま

す。テラ フレネッサンス主催 “アフリカスタディーツアー “は自分を知り、自分を広げる旅であり、

一人一人が自分自身を生きることが平和なのだと感 じられる時間でもありました。また、ぜひ参加

させていただきたいと思います。【仲本 佳子さん】

カンパラでは、元子供兵のアチャン リリーさんとチャールズ君と話す機会があった。事前に話

しには聞いていたが、実際に本人たちと会うと、現実に起こっていることなのだと改めて実感する

とともに、彼らになんと声をかければいいのか戸惑いを隠せなかつた。

チャールズ君と日本から参加 している柴田圭君は、 ビデオレ

ター交換などの交流を行つてきた。彼らと別れるとき、チャー

ルズ君が圭君に「木の葉が木から落ちると戻らないように、君

も日本に帰ったら2度 とここには戻らないんだね」と言ったの

がとても印象的だった。国籍は違つても、お互いを大切に思う

気持ちは変わらないのだと胸が熱 くなる。ちなみに圭君が「
|

w l be backl」 と約束 していたのも忘れない。
チヤールズにこまを教える

=君     テラ ルネッサンスの現地スタッフ、 トシャさんの話もしてお

きたい。彼女はプルンジの虐殺で目の前で多くの人々が殺されるのを目撃 し、自分の親兄弟をも失

うなど、我々では想像もつかない苦 しみを受けながらも自分の人生を切 り開いている。彼女に自分

の道を見つける人と見失う人の違いは何かと聞いてみた。彼女は、「自分が人生のビーローである

ことに気づくかどうか」の違いだと教えてくれた。「ヒーロー」とは「英雄Jで はなく「主役」と

いうことだろう。彼女は、だれもが自分の人生の主役であり、自分の生きる道を決めることができ

るのだと教えてくれた。私も主役らしく、周 りに流されるのではなく、自分で決めた人生を歩んで

いこう。まずは、今回のツアーで感 じた体験のすばらしさや悲惨さを友人や会社の同僚に話 して、

少してもこの問題に関心を持つてもらおう。小さいかもしれないが、それが今回のツアーに参加 し

て自分がやるべきことだと思った。まずはそこから始めよう。【薄井健さん】
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「自然の叡智」をテーマに 2000万 人を超える来場者を記録 し、9月 25日 に閉幕した「愛 地球

博」。テラ ルネッサンスは半年間の会期中、様々な形でこの「愛 地球博」に関わつてきました。

特に市民プロジェクトヘの関わりが深 く、瀬戸会場の「対話劇場」では理事長の鬼丸が 3回 も講演

させていただくなど、多くの人にテラ ルネッサンスの活動をお知らせすることが出来ました。

愛 地球博は、万博史上初めて、市民が主役となる『市民参加

プロジェクト』が設けられました。鬼丸は、その中の『アフリカ

の叡智プロジェクト』リーダーとして関わることになります。こ

れはアフリカが本来持つている可能性を、アフリカと日本の若者

たちが探つていくという趣旨のもと、日本国内8つの小中学校を、

大学生たちがアフリカの民話や文化を伝える『アフリカ民話朗読

団』の巡業などを行いま した。 プロジェク トィベン トに、
「MOTTA NAI」 で有名なワンガリ マータイ氏が会場を訪れ、鬼丸、

セッツア ドラミニ氏 (マ ンデラ大統領の孫)と 対談することになりました。マータイさんは会場

にいる若者たちに向けて、「もっと軽やかに人生を楽 しんでくださいJと 語り、若者の可能性につ

いて力強く語つてくださいました。

9/20～ 25日 の5日 間、「愛 地球博Jの会場内全 5箇所で、未来
へのそれぞれの思いを記すメッセージカー ドプロジェク トが行わ

れました。この事業は、来場者の皆様の「地球を愛する未来への

思いJを メッセージカー ドに記 していただき、その参加費用を、

既に一足早 く地球の未来に向けた活動を進めている国際機関 団

体に寄付させていただくものです。

団体の募集枠は 15団体と非常に狭き門だつたのですが、期間を

通 しての取り組みが協会に認められたのか見事 「寄付先団体」に選ばれ、「日本赤十字」などの国

際機関と肩を並べながらも、280名 強の方がテラ ルネッサンスの活動に未来を託 してくださいま

した。今回寄せられた 16万 1275円は、会の様々な活動に使わせていただきます。

12月 はイルカさんが選んだ

メキシコの子どもの給

市民参加プロジェクトの一つである「ス トリー トテル ドレン芸術祭」

が世界各国に 3万人～1億人いるといわれているス トリー トテル ドレン

から百数十点の絵を集め、半年の会期を通して「芸術祭」を行いました。

そ中から各界の著名人 12名 が選んだ絵を元に、2006年チャリティカレ

ンダーを作成、テラ ルネッサンスがその販売を委託されいています。

カレンダーの収益はすべてストリー トテル ドレンの支援に使われ、テ

ラ ルネッサンスにも一部が寄付される予定でいます。

【お問合せ お申込先】ストリー トチルドレン芸術祭事務局

e ma scaf05@yahoo co」 p fax:o336547891(電話受付なし)

ホームページ http// debut org/va ue/oo01 044/
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7/1～ 8/31ま で行つておりました夏季募金キャンペーン。

『あなたの夏の思い出を少しおすそわけして下さい』 をキャ

ッチフレーズに、たくさんの方々にご協力していただきました。

中でもテラ ルネッサンス会員の皆様からのご寄付が8害1ち か

くを占め、会員の皆様の事業に対する関心の高さを改めて感じ

ました。また、運営費に充てられる「自由寄付Jも あわせてし

てくださる方がたくさんおられ、事務局スタッフもずいぶん勇気付けられました。

寄せられた募金はすべてウガンダでの「元 子ども兵社会復帰プロジェクト」に充てさせていた

だきました。ご協力本当にありがとうございました。

前号の「結晶母」でお知らせ した「使用済みインクジェッ

トカー トリッジ回収」に対 して、反響が続々と事務局にきて

います。今まで惜 しげもなく捨てていた「インクジェットカ

ー トリッジJがなんと 1個 30円 になることや、「リサイクル

の促進になり環境にもやさしい」ということで、企業では CSR

(企業の社会的責任)の一環として、また団体では簡単にで

きる国際協力として、皆様に受け入れられたようです。

すでに 3つの企業、 2つの団体/学校が回収を始めています。この反響を受け、テラ ルネッサ

ンスではポスターや回収箱貼付シールなどの「回収キットJを作成いたしました。

もちろん個人ベースでの回収も承つております。みなさまもこの回収事業にぜひご協力ください。

(お 問い合わせは事業担当 :森本まで)

今年から、書き損 じはがきの回収をテラ ルネッサンスでも始めています。6月 末までに 1千枚

を超える書き損 じはがきが寄せられました。学校の全校生徒に呼びかけてくれた大津市立瀬田中学

校生徒会のみなさんをはじめ、周りのお知り合いに声をかけてくださつた方、中には大変貴重な切

手を送つてきてくださった方などもいらっしゃいました。

お寄せいただいた書き損 じはがきは、一枚 5円の手数料をひいて、

新 しいはがきや切手に交換されます。通常はこの切手を金券ショップ

などに買い取つてもらうことで換金をするのですが、それではさらに

手数料がひかれてしまいます。そこで、テラ ルネ会員である「野口

建設」さんに切手を買い取つていただけないかとお願いしたところ、

快く、56フ 枚すべての 80円切手を買い取つてくださると、即決でお返

事をいただきました。「野口建設」の代表取締役である野口政男さんか

ら切手の購入に際 し、『これからも鬼丸君の歩んでおられる道を信 じ、

今後の活動と成果を心から期待 しています |!』 とメッセージをいた

だきました。テラ ルネッサンスは皆様の期待にお答えできるよう、

さらに精進 していきたいと思つています。

(野 ログループホームページ http://w・ l・lkrngJp/)

カー トリッジの回収を呼びかける
ノー トルダム学院小学校児童会

執行委員のみなさん

野口建設さんの「きりん」
マーク。京都の街ではよく

見かけることができます.
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本会では企業 団体様とのパー トナーシップの構築に力を注いております。社会を構成する大切

な要素である企業 団体、そして個人や NPOが、パー トナーシップを結ぶことが、社会変革を促す

上で、強く求められているからです。以下に、テラ ルネッサンスのパー トナー企業 団体様 (―

部)を ご紹介いたします。

httpプ /wwW yamatey8m81,

松緑神道大和山様よリ ウガンダ北部での『Sm e HOuse(元 子ども兵

士社会復帰促進センター)』 の建設資金と運営費を拠出いただいておりま

す。(Sm e Houseに ついては、次号で詳細をご報告いたします。)

松緑神道大和山様は、 1974年 、初代教主 田澤康二郎師が、ベルギ

ーのルーベンで開催された「世界宗教者平和会議第 2回 会議」に参加さ

れ、世界平和実現に向けた具体的な実践活動の必要性を提唱。帰国後、世界の平和を祈り「いつで

も どこでも だれでも いつまでも」できる平和運動として教団で始められたのが「―食を捧げ

―欲を節する運動J(略称 :平和一食運動)で した。この運動を広く社会に啓蒙 普及 拡大する

ことを目的に、翌 1975年 にその実践運Ellの ひとつとして「チヤリティーバザーJを 開催されて

います。その大切な献金の一部をご支援くださいました。今後、支援と同時に、婦人会や青少年と

元子ども兵たちとの交流も計画 しています。

‡雛 凝議輩

モじ下室舷栞F`撃賃らi■tt畦 ヒ F■ 慕

=Lま

ち曇LL師 "洵
W赫 動 げ

幼児衛生管理指導など、地域に密着した支援活動を行つています。本会が加盟 しているマーケティ

ングの勉強会で、爛イマンの代表取締役の田中芳美様とご縁を頂き、ウガンダの元子ども兵士の現

状の関心を持つてくださいました。榊イマン様からのご支援は、特に元少女兵の社会復帰に充てら

れ、すでに元少女兵にリースするミシンの購入代金として活用 しております。

健康関連商品などをインターネット通販されているプレマ株式会社様。今までにも、販売セール

の一定割合を災害支援に充てられたり、国境なき医師団などNGO/NPOを支援されてきました。

このたび、カンボジアでの地雷除去や除隊兵士の生活再建事業などに、ご支援を頂くことになり

ました。また、プレマm様 との協働事業も始まることになりました。寄付をする、されるという関

係から、社会貢献のために、互いの得意分野で協力し合うことは、社会貢献のあり方に新 しいモデ

ルを提示するものになると考えております。(協働事業の詳細は次号でご紹介する予定です。)

|●ル

"″
篠轟 k■葉県千葉市な表取締役

'大
告弘様

'||111′

ふ証|IItec,p/

アルミ手摺専門メーカーのビルテック株式会社様は、元子ども兵士の社会復帰プログラムにご支

援くださつています。代表取締役の大吉弘様は、本会顧間の小田全宏様にご紹介いただきました。

お忙 しい中、私どものプログラムの説明に耳を傾けてくださり、『地域の子どもたちの国際交流、

教育もかねて支援 したい』と仰つて頂きました。
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テラ ルネッサンスではここ最近インターンの活躍が際だつています。ボランティアとは異なり

業務の担当などを任せる分、責任を持つた仕事を求められますが、それぞれの得意分野や個性を活

かしてテラ ルネを盛り上げてくれています。今回は、中期 (lヶ 月～ 2ヶ 月)、 長期 (半年以上)

でかかわつてくれている二人のインターンをご紹介します。

夏休みの間テラ ルネッサンスでインターンをしました、水口

奈季沙です。「大学コンソーシアム京都Jの インターンシッププ

ログラムを利用 して、テラ ルネッサンスにお世話になりました。

インターンをやろうと思つたきっかけは、今年の 2月 にカンボジ 警 1
アヘ行つて地雷のことを知り、戦争について考えさせられ、学ん 響・

だり感じたりしたことを人に伝えたい、そして私に出来ることを

 1ずや り■ い ″黒 っ■ こ″です _ 難
411

やりたいと思つたことです。 1 1● 11■_         |』′1=

`■

|,|',     ●■ ・ ,  | ■■■■ 1・   ,

夏休みの間の一ヵ月半という短い期間でしたが、いろいろな人と出会い、貴重な経験をさせてい

ただきました。そしてたくさんのことを得ることが出来ました。テラ ルネッサンスが取 り組んで

いる「小型武器J「子ども兵J「 地雷」、そして事業を行つている「ウガンダJや 「カンボジアJに
ついての知識が増えたことは私にとってとてもいい収穫でした。さらに、今後の大学生活でどうあ

りたいか、自分自身の中で今までとは違つた考え方が出来るようになつたことが今インターンを終

えてとても嬉 しく思います。

また、インターン研修や業務を通 じてテラ ルネッサンスがたくさんの人に支えられていること

を知り、「みんなでテラ ルネを造っているんだJと 常に感 じながら仕事をすることが出来ました。

インターンは終わったけれど、これからもテラ ルネッサンスに関わっていきたいと思つています。

|●尾崎麻衣さん

今年の8月 から来年の 2月 まで約半年間インターンをすることになりま

した、尾崎麻衣です。大学に入つてから、地雷問題に出会ったことがきつ

かけで、国際協力に興味を持ち、大学で開発や途上国に関する授業をとつ

たり、自分で勉強 したりしてきました。貧困や地雷など、世界の様々な間

題について勉強するうちに、それらを無視することはできないという思い

がら、くらみ、やがて自分には何ができるのか、何をしたいのかを考えるよ

うになりました。ただ大学で学ぶだけではなく、実際に国際協力の分野で

働きたいとの思いが、自分の中に出てきたのです。

そして、国際協力NGO、 特に興味のあった地雷問題に取り組んでいる

NGOで インターンかボランティアをしたいなぁと思つていたところ、あるイベントで知り合つた

鬼丸さんの知り合いの方からテラ ルネッサンスを紹介 してもらい インターンをすることに 1ち

ようど、地雷問題や平和構築に関わる団体を探 していた私にとって、すごくいいタィミングで、ま

さにびったりな団体に出会うことができたので

'.テラ ルネッサンスでは、興味のある資金調達や広報について、鬼丸さんやスタッフの方ととも

に関わり、活動 していきたいと思つています。来年 4月 には就職が決まつているので、それまでの

活動となりますが、一生懸命頑張りますので、皆さんよろしくお願いします。



口10月
～ 12月 の予定 ☆ |ま一般参加可のイベン卜です

☆10月 25日 (火)講演 :枚方市立枚方第 2中学校 (大阪)

☆10月 2フ 日 (木)講演 :大津市立瀬田中学校 (滋賀)

☆11月 10日 (木 )講演 :京都青年会議所 11月 例会 (京都)

☆‖ 月 12日 (土)参加 :京都市立高雄中学校街頭募金 (京都 )

☆11月 14日 (月 )～ 11月 20日 (日 )写真パネル展示会

京都市立伏見青少年活動センター/ロ ビー (京都)

☆11月 19日 (土)主催 :4り II真吾帰国報告会 (京都)

ひとまち交流館京都 3階第 3会議室 (19時～21時 )

★11月 20日 (日 )主催 :ス タデイツアー説明会 (京都)

「バーチャルスタディツアー体験 inヵ ンボジアJ

京都市立伏見青少年活動センター/会議室 (14時～16時 )

☆11月 26日 (土)主催 :出版記念パーテイー (東京)

アリエルダイナー (14時 30～ 17時 まで)

11/14～ 11/30ま で、ウガ

ンダ駐在員の小川真吾が

一時帰国 します !ま た、

『僕は 13歳、職業、兵士』

の出版に合わせて出版記

念パーテイーや報告会を

しますので、ぜひ皆さん会
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場に足をお運びください。
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一緒にテラリレネッサンスを造つていきませんか (会員募集 )

テラ フレネッサンスは世界平和の実現を目指す市民団体です。多くの市民が参加することで、

世界を変える力が大きく生み出されます。テラ ルネッサンスの趣旨に賛同される方は、ぜひ

メンバー登録をお願い致します。皆様の想像力と行動が、確実に世界を変えていきます。

【会員特典】

活動報告、平和問題リポー ト掲載の会報誌

テラ フレネッサンス主催のイベントヘの優待

【会員種別】

正会員 ●正会員 30000円 /年

賛助会員

●個人会員 3000円/年

●ジュニア会長 (18歳 まで) 1000円 /年

●団体会員 50000円 /年

ファンクラブ会

貝
●理念に賛同し、月単位で継続支援される方 1000円 /月

(季刊)の贈呈

など

【編集・発行】

特定非営利活動法人 テ ラ・ フレネ ッサ ンス

6120031 京都市伏見区深草池ノ内町 523105

te1/fax 075-645 1802 ema contactOterra r jp

URL  http://www terra― r jp

本誌はリサイクルや地球環境に配慮

した大豆油インクを使用しています

郵便振替 00950-7-133760 加入者名 テラ ルネッサンス基金

【編集後記】今回から「結晶母Jが大幅

にリニューアルしました。いままで定期的

に発行できなかつた反省を踏まえて、今後

は 2ヶ 月に一度のペースで出せるように頑

張ります。会員紹介のページも作れたらい

いなあ。    (事 務局 :森本のり子)
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